
中学校第２学年 社会科 学習指導案 
期 日 平成22年９月27日（月）第５校時 
場 所 山鹿市立山鹿中学校 ２年５組教室 
指導者 教諭 下津 光雄 

１ 単元名 
「世界と日本の人口 （東京書籍） 」 

２ 単元について 
( ) 本単元は，世界的視野から見た日本の人口と人口密度及び少子高齢化の課題，及び，日本全 1 
体から見た人口分布，過疎・過密問題などの地域的特色を資料をもとに追究し，日本の人口に 
関する地域的特色をとらえる単元である。 
我が国は，人口１億人を超える数少ない国で，世界的視野から見ると人口集中地域の一つと 

なっている。ただし，国内での人口分布を見ると，平野部と山間部で人口の集中に大きな差が 
生じ，過疎・過密の問題が深刻化している。また，我が国は，世界に類を見ない速さで，少子 
化や高齢化が進行するなど，人口に関して多くの課題を抱えた国である。 
このような日本の人口に関する地域的特色について，生徒がさまざまな資料を比較し，関連 

付け，解釈を加えて論述したり，意見交換をしたりするなど，さまざまな言語活動を充実して 
行うことができる単元である。 

( ) 本単元の系統は次のとおりである。 2 

（地理） （地理） （公民） 

世界平和と人類の福祉の増大 地域の規模に応じた調査 世界から見た日本のすがた 

第１学年～第２学年 【第２学年】 第３学年】 【 】 【 
身近な地域 自然環境→生活・文化 地球環境，資源，エネル 

→都道府県 → →資源・産業→ ギー問題について，適切 人口 
→世界の国々 地域間の結びつき な課題を設けて行う学習 

( ) 本単元に係わる生徒の実態は次のとおりである。 3 
本学級の生徒数は，40名（男子20名，女子20名）である。事前に行った言語活動に関する実 

態調査の結果は，下表のとおりである。 
生徒の実態を分析すると，分布図やグラフ等の資料の読み取りや複数の資料の比較や関連に 

関するスキルは，少しずつ定着しているが，個別に支援を要する生徒もまだまだ多い。 
， ， さらに 資料を活用して説明することや自分の考えを明確にし伝えるということに関しては 

苦手とする生徒が多く，指導上の大きな課題である。これらの課題への対策として，ペアによ 
る対話活動を中心に，互いの気付きや考えを交換する場面を可能な限り取り入れて，資料から 
の読み取りや解釈，さらには，それらを説明する力を育てることに努めている。現在，これら 
の活動については，積極的に取り組むことができるようになっているが，それを全体の場で伝 
え合い，意見を練り上げるまでには高まっていない。 

(アンケート実施36人) 
ア ン ケ ー ト 項 目 ア イ ウ エ 

１ 分布図やグラフから大まかな傾向を読み取ることができている ５ 23 ７ １ 
２ 資料を比較して，違いや共通点を探したり，関連付けたりできている ２ 23 ９ ２ 
３ 資料を使い，友達に対して分かりやすく説明できている ４ 17 13 ２ 
４ 自分の考えを明確にし，伝えようとしている ３ 17 16 ０ 
５ 友達との意見交換を通し，意見の練り上げをすることができている ４ 14 17 １ 
（ア＝できている イ＝だいたいできている ウ＝あまりできていない エ＝できていない） 

， 。 ， 次に 事前に行った評価問題の解答状況から生徒の実態を述べたい 評価問題は２問構成で 
１問は，示された複数の地理的条件に当てはまる国を，資料（地図帳）から探す問題で，地図 
帳を活用した検索の技能を見る問題である。２問目は，四つの雨温図のそれぞれが当てはまる 
地域を答え，その中の２地点間の気温の変化を資料をもとに説明する問題で，資料を適切に読 
み取り，表現する力を問うものである。



評価問題の分析から次の４点について課題が見られる。 
① 課題解決に必要な情報を，問題の趣旨に合わせて選択することができないこと。 
② 何を使えば，必要な情報を得ることができるのかという見当がつかないこと。 
③ 自分の解答の質をより高めるための資料の検索や比較・関連を積極的に行おうとする意 

欲が不足していること。 
④ 問題文の読み取り，趣旨理解に課題があり，資料の読み取りができていても，読み取っ 

たことをうまく説明できないこと。 
これらの事前調査から，必要な情報の収集や読み取りや読み取ったことを的確に表現する力 

の定着が不十分であり，それに加え，どうにかして，答えを見いだそうとする意欲・姿勢に課 
題があることが明らかになった。 

( ) 指導にあたっては，次の点に留意する。 4 
○ 必要な資料を選択し，丁寧な読み取りをさせるために，一つ一つの資料の読み取り方の 
指導を継続的に行う。 

○ 資料を読み取る時間や自らの意見を練り上げる時間など，生徒それぞれが学習課題にし 
っかりと向き合う時間の確保に努める。 

○ 互いの関連性や地域の特色をつかむことができる効果的な地図，グラフ，写真などの資 
料を準備し，積極的にそれらの資料を活用しながら表現する活動に努める。 

， ， ○ 資料の読み取りや比較・関連を行い 地域的特色を明確に説明できるようにするために 
ペアでの意見交流の場を積極的に取り入れ，一人一人が課題に対し主体的に取り組めるよ 
うにする。 

思考力，判断力，表現力等と言語活動 
本単元では，地域的視野から見た人口と人口密度及び少子高齢化の課題，および，日本全 

体から見た人口分布，過疎・過密問題などの日本の人口に関する地域的特色について，事象 
相互の関連や事象の意味，課題等について的確に表現する活動を通して，思考力，判断力， 
表現力の育成を図りたい。そのために，次のような言語活動の充実に努める。 
○ 分布図やグラフなどの一つ一つの資料を丁寧に読み取り，相手に分かりやすく説明する 
言語活動を積極的に設け，個々の表現力のレベルアップを図る。 

○ 複数の資料（地図や統計資料グラフ）を比較し，関連付けて，社会的事象相互の関連を 
説明する言語活動を行い，多面的・多角的な思考力の育成を図る。 

○ 自分の考えと他者の考えを比較しながら自分の考えを広げ，高めるため，ペアなどによ 
る対話活動の場を積極的に取り入れ，よりよい意見の練り上げに努める。 

○ 自分の考えがどのように変容し，深まっていったのかを振り返る言語活動の場を設け， 
思考力，判断力，表現力の確かな習得を図る。 

３ 単元の目標と評価規準 
単元の目標 日本は，世界の人口集中地域の一つで，少子化，高齢化の進行，過疎・ 

過密問題など人口の面で多くの課題をもった国であることをつかむ。 
社会的事象に関する 資料の読解やペア活動などに意欲的に取り組み，日本の人口の地域的特 
関心・意欲・態度 色や関連をとらえようとしている。 
社会的な思考・判断・ 習得した知識や資料をもとに，日本の人口の地域的特色について解釈し 
表現 たことを関連付けて考察し，考えた過程を踏まえながら表現することが 

できる。 
資料活用の技能 資料を適切に選択し，その資料から日本の人口の地域的特色に関する必 

要な情報の読み取り，それらを適切に記録することができる。 
社会的事象についての 人口に関する日本の地域的特色をとらえる視点や方法などを理解し，そ 
知識・理解 の知識を身につけている。



４ 指導・評価の計画（５時間扱い） 

次 時 学 習 活 動 評価項目（方法） 
指 導 上 の 留 意 点 
※言語活動とその留意点 

世界の人口分布とその推移 ・人口のかたよりや人口増加 【資料活用の技能】 
○世界の人口分布図や人口増 の状況を資料をもとに説明 ○人口のかたよりや人口の 

１ 加グラフを見て，人口が集 させる。 増加の状況を地域名を入 
中する地域や人口急増の状 ・人口のかたよりや人口増加 れて説明し，その原因を 
況を説明する。 から起こる問題をウェブ法 資料と関連付けて説明す 

○人口集中の要因や急増によ で示させる。 ることができる。 
り生じる問題点を述べる。 

(学習シート）(観察法) ※複数の分布図やグラフを準 
備し，それらを比較・関連 
付けて説明させる。 

１ 日本の人口と人口問題 ・日本の人口構成の特色であ 【資料活用の技能】 
○日本は人口が多く，人口密 る少子高齢化を資料から説 ○日本の人口構成を示す人 

２ 度が高い国であるが，高齢 明させる。 口ピラミッドを時代毎に 
社会で少子化が進んでいる ・少子化・高齢化がもたらす 比較し，少子化や高齢化 
ことを資料をもとに説明す 問題点から未来を予想させ の傾向が強まることとを 

， ， る。 る。 読み取り それをもとに 
○高齢社会で少子化が進むこ 「50年後の日本はどうな ※少子化・高齢化がもたらす 

とがどのような問題をもた るか」について自分が予 問題点については，未来の 
らすかを指摘し，自分の考 想した人口ピラミッドを 人口ピラミッドを予想し書 
えを述べる。 使い説明することができ いたものをもとに，ペアに 

る。 よる対話活動を通して，整 
(学習シート)(観察法) 理し深めさせる。 

かたよる日本の人口分布 ・我が国の人口集中の特色を 【思考・判断・表現】 
○国内の人口分布から，不均 資料を関連付けて説明させ ○人口の集中には，地形・ 

３ 等な分布に気づき，どのよ る。 気候・工業の発展・交通 
うなところに人口が集中し ・日本の人口集中の特色と世 の利便性などが多面的に 

本 ているかを読み取る。 界的特色を比較させ，その 関連していることを，資 
時 ○集中している理由について 共通性をとらえさせる。 料の活用からとらえ，説 

共通性をとらえ 説明する 明することができる。 ， 。※地図やグラフ等様々な形式 
の資料を用いて，ペアなど 
の対話活動による練り上げ 

(学習シート）(観察法) を通してまとめ，説明させ 
る。 

過密・過疎の問題 ・過密・過疎の問題を整理 【思考・判断・表現】 
２ ○過密・過疎地域が抱える問 し 場を工夫し説明させる ○大都市の過密地域や山間 ， 。 

４ 題について，事例をもとに 部などの過疎地域にはど 
具体的に説明する。 んな問題点があるかを取 ※過密・過疎の状況とその問 

り上げ，何が問題かを説 題点を，様々な資料をもと 
明することができる。 にグループで協議し，協議 

した結果を根拠を明確にし 
(学習シート）(観察法） ながら説明させる。 

過密・過疎の取り組み ・わが町（山鹿市）の人口の 【思考・判断・表現】 
○過密・過疎地域が抱える問 状況や課題を資料や学習を ○人口問題の解決へ努力し 

５ 題の解決に向けた具体例を もとに，50年後のわが町の ている事例を参考に，我 
参考に，わが町（山鹿市） 発展を考えた人口対策の提 が町の人口の現状を改善 
の人口に関わる課題を調べ 案をさせる。 し発展させていくための 
その解決策について具体的 具体的提案を行うことが ※資料や経験と結び付けなが 
な提案を行う。 できる。 らグループで協議し，意見 

（学習シート）(観察法） を整理して説明させる。



５ 本時の学習 
( ) 目標 1 

日本の人口分布の地理的特徴を，自然に関する分布図との比較，関連からとらえ，その分布 
， 。【 】 の理由を多面的に考察し 関連付けながら説明することができる 社会的な思考・判断・表現 

( ) 展開 2 

過程 学習活動 学習形態 主な発問・指示等 備考 【 】 
教師の指導及び評価 
※主な言語活動 

導入 １ 前時までの学習 ○世界ではどんな地域に人 ・すべての資料を使い，世界の 前の授 
10分 を振り返り，本時 口が集中しているか，資 人口の特色について説明させ 業で使 

の学習課題をつか 料をもとに考え，説明し る。 った分 
む。 ましょう。 布図・ 

ペア → 一斉 （予想される反応等） グラフ 【 】 【 】 ※対話活動により，読み取った 
情報を共有，整理し，分布の ・アジアやヨーロッパなど 
特色をより的確に説明できる の温帯で，雨が多く，平 
ようにする。 野が広がる地域に人口が 

集中している。 
２ 日本の人口分布 ○日本ではどこに人口が集 

について考える。 中しているか予想し，そ 
の理由を考えましょう。 

( ) 日本ではどこに （予想される反応） ・予想したことを根拠を踏まえ ワーク 1 
人口が集中してい ・東京，大阪などに集中し て説明させ，その後に，実際 シート 
るか予想する。 ている。工業が発達し， の分布を知らせる。 
【個別】書く 大きな平野があるから。 
【一斉】発表 

( ) 日本の人口分布 ・日本の人口分布図を使 ・日本の人口が特に集中してい 人口分 2 
を確認する。 い，確認しましょう。 る地域として，東京・愛知・ 布図 
【一斉】 大阪に着目させる。 

東京・愛知・大阪に人口が集中する理由を考え，説明しよう。 

展開 ３ 東京・愛知・大 ○人口が集中する東京・愛 ・日本の人口分布の地形的特色 地形分 
35分 阪に人口が集中す 知・大阪に共通して見ら について，世界の人口分布の 布図 

る理由を考える。 れる地形的特徴を，資料 特色と比較・関連させなが 
( ) 人口が集中して をもとに，三つ探しまし ら，考えさせる。 1 

いる地域の地形的 ょう。 
特徴をつかむ。 （予想される反応等） 
ペア → 一斉 ・３地域とも大きな平野， 【 】 【 】 

川，湾がある。 
( ) 人口の集中と地 ○なぜ，日本では大きな川 ・なぜ特定の地形の所に人口が ワーク 2 

形的特徴の関係を や平野，湾があるところ 集中するのか，関係する地理 シート ， 
他の資料と関連づ に人口が集中するのか， 的事象を多く見つけられるよ 各種分 
けて考え，説明す 六つの資料をもとに，そ う十分な時間をとる。 布図 
る。 の理由を考え，説明しま ・課題について考えたことを互 

【個別】予想と しょう。 いに説明することを通して， 
根拠探し （予想される反応等） それぞれの考えをより的確で 

・大きな川沿いには，大き 多面性を持った意見としてま 
ペア → ｸﾞﾙ ﾌﾟ な平野が広がり，工場や とめさせる。 【 】 【 】 ­ 

※個別活動とペア活動を関連的 意見交流， 家がたくさんできるの 
に充実させることにより，自 比較・関連 で，仕事を求めて人が集 
らの考えを広げ，的確に表現 【個別】意見の まる。 
する力を高める。 再整理 ・大きな湾には，平野が広 

がり，工場や港や交通網 
【一斉】発表 が発達し，人の行き来も 評価 

多くなる。 Ｂ：人口が集中する理由を 
・人が集まると，店や大学 地形的特徴と社会的事象



ができ，さらに人が集ま を関連付け説明できる。 
る。 Ａ：人口が集中する理由を 

地形的特徴と社会的事象 
の関連，さらに，社会的 
事象間の関連と広げて考 
， 。 え 多面的に説明できる 

ワーク 
( ) 三大都市圏の人 ○みんなから出された日本 ・世界や熊本県と比較し，共通 シート 3 

口分布の特色と他 の人口分布の特色は，他 性があるものと特異性がある 
の地域の特色を比 の地域にもあてはまりま ものを確認する。 
較する。 すか。 

※学習を通して，自分の考えが 終末 ４ 授業の振り返り ○今日の授業を予想から最 
どのように変容していったの ５分 を行い，授業のま 後まで振り返り，まとめ 
か，振り返りながら，課題に とめをする。 をしましょう。 
対するまとめを行う。


